
所属学部等 生命環境学部 環境科学科 専攻
職氏名 准教授 楠堀　誠司
専門分野 スポーツ科学 スポーツバイオメカニクス

１．教育活動　　（平成19年度） ※　平成20年4月採用

  (1)担当科目（学部） 体育実技 保健体育理論

（大学院）

  (2)教育関係
      特記事項

２．研究活動　　（平成17～19年度）

　（1)論文等

　（2）著書

　(3)学会発表等

  (4)工業所有権等

　(5)外部資金採択状況

科学研究費補助金（代表） 件

科学研究費補助金（分担） 件

その他外部資金 件

  (6)研究関係
      特記事項

３．地域貢献活動　　（平成19年度）

  (1)審議会等委員

  (2)公開講座等

  (3)地域貢献
      特記事項

４．大学運営活動　　（平成19年度）

  (1)学内委員等

  (2)大学運営
      特記事項

　　　　※以上は，主要な活動について掲載しています。

Fukuhara K., Ida H., Kusubori S., Takiya O., Ishii M.: The visual sarch strategies for tennis serve motion using
computer graphics.In Ujihashi S. and Subic A (Eds.), The Impact of Technology on Sport, Australasian Sports
Technology 418-423, Alliance Pty Ltd, Melbourne，2005

石川国広・楠堀誠司・亀岡逸弘・高見和至：被虐待経験児を含む児童養護施設児を対象としたPAロープスコース・プログラム
の実践と評価．第9回日本体験学習研究会，2007
石川国広，楠堀誠司，亀岡逸弘，門田卓史，高見和至：被虐待経験児を含む児童養護施設児を対象としたProject Adventureプ
ログラムの実践と評価．第8回日本体験学習研究会，2006
石川国広，楠堀誠司，酒井俊郎，林壽夫：Project Adventure Based Camp継続参加者の心理的変容プロセスの事例．第7回日本
体験学習研究会，2005

日本ソフトテニス連盟医科学部会専門委員 H19.4～H21.3

女子ソフトボール部顧問（庄原キャンパス）
アーチェリー部顧問（庄原キャンパス）
その他学生相談多数（主としてクラブ・課外活動について）

楠堀誠司：打球方向の選択がソフトテニス・グラウンド・ストローク動作に及ぼす影響．バイオメカニクス研究9（3），181-
192，2005

IDA H., KUSUBORI S. & ISHII M.：Kinematics and kinetics of the racket‐arm during the soft‐tennis smash under
match condition．Journal of Applied Biomechanics 21(4), 334-347，2005
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